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はじめにはじめにはじめにはじめに

� 近年、自閉症スペクトラムを有する方々の感覚統合障害の
問題が明らかとなりつつある。

� アスペルガー症候群当事者のニキ・リンコは「自閉症は身
体障害である」として、例えばひと月のうち半分は発熱す
る、疲労感に気づきにくく倒れるまで頑張ってしまうといった
身体症状（身体の不調・不具合）について述べている（ニ
キ・藤家：2004）。

� その他の当事者も「しょっちゅう耳や扁桃腺を腫らしては、
そのたびに屋根裏に押しこめられることになった」（ローソ
ン：2001）、「陽の照っている表へ出て、吐き気に襲われる」
（トーマス：2003）、「慣れない場所への外出を考えただけで
体調を崩す（リアン：2002）」などの症状を訴えており、こうし
た発達障害者の身体症状（身体の不調・不具合）は多岐に
わたる。



はじめにはじめにはじめにはじめに

�発達障害の本人・当事者の抱える困難は理解さ
れにくく、求めている支援ニーズも適切に対処さ
れないことが多い。

�当事者の手記に見られるような感覚統合障害（高
橋・増渕：2008、岩永・藤家・ニキ：2008、岩永：
2010）や身体の不調・不具合などの身体症状に
も目を向けていくことが必要である。

目的目的目的目的

�本報告では、高次脳機能障害と

も重なりの多い発達障害の当事

者がどのような感覚統合障害や

身体症状を抱えているのかにつ

いて明らかにする。



方法方法方法方法
� （1）質問紙調査票：刊行されている発達障害者本人
の手記をほぼ全て検討し、どのような身体の不調・
不具合などの身体症状があるのかを把握し、それら
をもとに質問紙調査票「発達障害者の身体の不調・
不具合などの身体症状に関するチェックリスト」全
665項目を作成。

� （2）調査内容：身体の不調・不具合などの身体症状
（頭と心、目・耳・鼻・口腔、呼吸器、循環器、消化
器、泌尿器と女性性器、皮膚、運動器、その他の病
気、その他）に関する調査。

� （3）調査対象：発達障害（アスペルガー症候群、高
機能自閉症、その他の広汎性発達障害、LD、
ADHD、軽度の知的障害）の診断・判定を有するある
いはその疑いのある、そして発達障害についての認
識・理解を有する高校生以上の当事者であり、自身
の身体の不調・不具合などの身体症状について振り
返って記述が可能な方を対象に質問紙調査を実施
する。

�東京学芸大学の学部・大学院に在学して発達障害
教育の講義を受講している学生にも同様の質問紙
調査を行い、結果を比較・検討する。

� （4）調査期間：2009年12月～2010年1月。発達障害
の本人62名、東京学芸大学の学部・大学院に在学
して発達障害教育の講義を受講している学生93名
から回答を得た。



表表表表１１１１ 発達発達発達発達障害本人障害本人障害本人障害本人のののの障害名内訳障害名内訳障害名内訳障害名内訳（（（（人人人人））））複数回答複数回答複数回答複数回答n=62

診断・判定名 人数

アスペルガー症候群 20

高機能自閉症 5

その他の広汎性発達障害 23

ＬＤ 4

ＡＤＨＤ 6

知的障害 22

診断・判定なし 4

※※※※「「「「そのそのそのその他他他他のののの広汎性発達障害広汎性発達障害広汎性発達障害広汎性発達障害」」」」とととと「「「「知的障害知的障害知的障害知的障害」」」」にににに1111名名名名ずつずつずつずつ、、、、

正式正式正式正式なななな診断診断診断診断・・・・判定判定判定判定はははは有有有有していないしていないしていないしていない方方方方をををを含含含含んでいるんでいるんでいるんでいる。。。。

チェックチェックチェックチェック率率率率のののの全体傾向全体傾向全体傾向全体傾向

図図図図１１１１ 障害種障害種障害種障害種ごとのごとのごとのごとのチェックチェックチェックチェック率比較率比較率比較率比較（（（（単位単位単位単位：％）：％）：％）：％）n=62

•一番チェック率が高かったのはADHD。

•一方、「診断・判定名なし」であっても5.8％のチェック率

が算出されている。
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3．初めてのことや複雑なことになると思考が止まってしまう。

2．頑張ったあとは思考が停止してしまう。

13．探し物をすると、次から次へと目に飛び込む映像で気が散ってしま

う。

8．精神的にとてもストレスを感じると全身に冷汗をかく。

10．いつも考え事のためにリラックスできない。

14．仕事や作業に集中すると、寒いのか暑いのかわからなくなってしま

う。

22．寒い屋外から室内に入ると体温調節ができず、顔がほてる。

5．いつも頭がフル稼働している。

19．バスや電車、建物のエアコンと外気の温度差がかなりつらい。

21．寒い屋外から室内に入ると体温調節ができず、頭がボーッとする。

本人

学生

図図図図３３３３ 「「「「脳脳脳脳・・・・神経神経神経神経・・・・脊髄脊髄脊髄脊髄」」」」ののののチェックチェックチェックチェック率率率率比較比較比較比較

図図図図４４４４ 「「「「脳脳脳脳・・・・神経神経神経神経・・・・脊髄脊髄脊髄脊髄」」」」ののののχχχχ2値比較値比較値比較値比較

発達障害本人と受講学生のチェック率をχ2検定によって分析し、χ2値の高かった上位10

項目をまとめた。いずれも1％水準で有意差がみられた。
最も困難度の高かった項目は「3．初めてのことや複雑なことになると思考が止まってしま
う」25.8であった。次いで「13．探し物をすると次から次へと目に飛び込む映像で気が散ってし
まう」17.9、「14．仕事や作業に熱中すると寒いのか暑いのかわからなくなってしまう」14.5とな
り、受講学生のチェック率が低いものが上位に並んだ。
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36．感情や意欲に極端な上昇や落ち込みが現われる。

35．うつ状態である（または以前にうつであった）。

38．極端に気持ちが落ち込み、意欲が減退したり（うつ状態または抑うつ状

態）、こうした気分の変化をくり返す。

40．パニック発作を起こす。

44．自分でもばかばかしい、不合理だとわかっている考えが、ひとりでに頭

に浮かんできて、離れなくなってしまう。（強迫性障害）

54．ばい菌がつくのではないかと物にさわれなかったり、何度も手を洗わな

いと気がすまない。（不潔恐怖）

39．不安発作を起こす。例：なんとはない不安感が始まり、このまま死ぬの

ではないか、気がおかしくなるのではないかなどという強い不安を発作的…

45．人間関係で恐怖を感じる。（社交恐怖）

37．何も原因がないのに、ひどく気分が高揚して活動的になる（躁状態）。

41．心臓に明らかな病変がないにもかかわらず、動悸、胸痛、そのほかの心

臓病を思わせる症状があり、心臓に重大な異常があるのではないかとい…

本人

学生

図図図図５５５５ 「「「「心心心心」」」」ののののチェックチェックチェックチェック率率率率比較比較比較比較

図図図図６６６６ 「「「「心心心心」」」」ののののχχχχ2値比較値比較値比較値比較

「ばい菌がつくのではないかと物にさわられなかったり、何度も手を洗わないと気がす
まない」「体重が増えることを恐れて、やせる努力をしてしまう」等の神経症的症状が
食の困難の背景にある。
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40．パニック発作を起こす。

35．うつ状態である（または以前にうつであった）。

54．ばい菌がつくのではないかと物にさわれなかったり、何度も手を洗

わないと気がすまない。

47．人に会うのが恐ろしい。

39．不安発作を起こす。

45．人間関係で恐怖を感じる。

56．体重が増えることを恐れて、やせる努力をしてしまう。

43．具合が悪くなったときに逃げられない場所や、恥ずかしい思いをす

るのではないか心配になる場所やそうした状況を避けてしまう。そのた

めに家から一歩も出られなくなったりする。（広場恐怖）

38．極端に気持ちが落ち込み、意欲が減退したり（うつ状態または抑

うつ状態）、こうした気分の変化をくり返す。

41．心臓に明らかな病変がないにもかかわらず、動悸、胸痛、そのほ

かの心臓病を思わせる症状があり、心臓に重大な異常があるのでは

ないかという不安感や、恐怖感が取れないことがある。（心臓神経症）
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58．夜なかなか寝付けない。

60．眠ろうとすると頭の中にたくさんの考えがめぐってきて眠れない。

66．十分に睡眠をとっていても、昼間にとても眠くなることがある。

69．きわめて鮮明過ぎる夢、現実と区別がつかないような夢をよく見る。

59．眠りにつくのが難しい。

62．眠りが浅く、夜中に何度も目を覚ます。

64．疲れを取るのに十時間から十二時間くらい睡眠が必要である。

61．不眠のために薬を服用している。

65．一日のうちで、何度も眠ってしまう。

67．夜驚症（夜中に急に起き上がって、叫んだり、布団の上で暴れたり、走

り回ったりする。）の症状がある、 または以前に夜驚の症状があった。

本人

学生

図図図図７７７７ 「「「「睡眠睡眠睡眠睡眠」」」」ののののチェックチェックチェックチェック率率率率比較比較比較比較

図図図図８８８８ 「「「「睡眠睡眠睡眠睡眠」」」」ののののχχχχ2値比較値比較値比較値比較

「「「「58585858．．．．夜夜夜夜なかなかなかなかなかなかなかなか寝付寝付寝付寝付けないけないけないけない」」」」21.221.221.221.2がががが最最最最もももも困難度困難度困難度困難度のののの高高高高いいいい項目項目項目項目となりとなりとなりとなり、、、、次次次次いでいでいでいで「「「「60606060．．．．眠眠眠眠ろうとするとろうとするとろうとするとろうとすると頭頭頭頭のののの中中中中にたくさんのにたくさんのにたくさんのにたくさんの
考考考考えがめぐってきてえがめぐってきてえがめぐってきてえがめぐってきて眠眠眠眠れないれないれないれない」」」」15.915.915.915.9、、、、「「「「59595959．．．．眠眠眠眠りにつくのがりにつくのがりにつくのがりにつくのが難難難難しいしいしいしい」」」」13.413.413.413.4となりとなりとなりとなり、、、、発達障害者発達障害者発達障害者発達障害者はとくにはとくにはとくにはとくに入眠入眠入眠入眠にににに困難困難困難困難をををを抱抱抱抱えてえてえてえて
いることがうかがえるいることがうかがえるいることがうかがえるいることがうかがえる。。。。そのほかそのほかそのほかそのほか「「「「67676767．．．．夜驚症夜驚症夜驚症夜驚症（（（（夜中夜中夜中夜中にににに急急急急にににに起起起起きききき上上上上がってがってがってがって、、、、叫叫叫叫んだりんだりんだりんだり、、、、布団布団布団布団のののの上上上上でででで暴暴暴暴れたりれたりれたりれたり、、、、走走走走りりりり回回回回ったったったった
りするりするりするりする））））のののの症状症状症状症状があるがあるがあるがある、、、、またはまたはまたはまたは以前以前以前以前にににに夜驚夜驚夜驚夜驚のののの症状症状症状症状があったがあったがあったがあった」」」」11.011.011.011.0がががが困困困困難度難度難度難度のののの上位上位上位上位にににに位置位置位置位置したしたしたした。。。。またまたまたまた図図図図にににに示示示示したしたしたした項目項目項目項目はははは
全全全全てててて1111％％％％水準水準水準水準でででで有意差有意差有意差有意差があったがあったがあったがあった。。。。
対処法対処法対処法対処法であるがであるがであるがであるが「「「「58585858．．．．夜夜夜夜なかなかなかなかなかなかなかなか寝付寝付寝付寝付けないけないけないけない。」。」。」。」ではではではでは「「「「部屋部屋部屋部屋をををを暗暗暗暗くしくしくしくし、、、、静静静静かなかなかなかな部屋部屋部屋部屋でででで寝寝寝寝るようにするるようにするるようにするるようにする」「」「」「」「一晩一晩一晩一晩、、、、二晩二晩二晩二晩までまでまでまで
はできなくてもはできなくてもはできなくてもはできなくても気気気気にせずにせずにせずにせず過過過過ごしごしごしごし、、、、三晩目三晩目三晩目三晩目にににに睡眠薬睡眠薬睡眠薬睡眠薬をををを飲飲飲飲むむむむ」「」「」「」「規則正規則正規則正規則正しいしいしいしい生活生活生活生活をををを送送送送るるるる」、「」、「」、「」、「60606060．．．．眠眠眠眠ろうとするとろうとするとろうとするとろうとすると頭頭頭頭のののの中中中中にたくにたくにたくにたく
さんのさんのさんのさんの考考考考えがめぐってきてえがめぐってきてえがめぐってきてえがめぐってきて眠眠眠眠れないれないれないれない」」」」ではではではでは「「「「睡眠剤睡眠剤睡眠剤睡眠剤がががが効効効効いてくるまでいてくるまでいてくるまでいてくるまで何何何何かをしてかをしてかをしてかをして気気気気をまぎらわすをまぎらわすをまぎらわすをまぎらわす」「」「」「」「何何何何もももも考考考考えないようにえないようにえないようにえないように
するするするする」、「」、「」、「」、「59595959．．．．眠眠眠眠りにつくのがりにつくのがりにつくのがりにつくのが難難難難しいしいしいしい」」」」ではではではでは「「「「布団布団布団布団にににに入入入入ってってってって何何何何もももも考考考考えないとえないとえないとえないと自然自然自然自然にににに眠眠眠眠れるれるれるれる」「」「」「」「薬薬薬薬をををを飲飲飲飲むむむむ」」」」等等等等がががが回答回答回答回答されたされたされたされた。。。。
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58．夜なかなか寝付けない。
60．眠ろうとすると頭の中にたくさんの考えがめぐってき

て眠れない。
59．眠りにつくのが難しい。

67．夜驚症（夜中に急に起き上がって、叫んだり、布団

の上で暴れたり、走り回ったりする。）の症状がある、　ま
61．不眠のために薬を服用している。

62．眠りが浅く、夜中に何度も目を覚ます。

63．眠った状態を保つのが難しい。
76．薬を飲まなければ眠気を感じられずに、働き続けてし

まう。
75．眠気に気が付きにくい。

77．気温がちょっと下がっただけで、足が冷たくて眠れな

くなる。
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124．すれ違おうとして、人にぶつかることがある。

128．人の顔を識別するのが苦手である。

87．雨の日の夜は濡れた道路に車のライトが反射して、とてもまぶしく感じ

る。

116．ショッピングセンターなどの人混みの中では、周りで動いている人や物な

どで酔ってしまう。

123．ドアノブをつかみ損なって、扉にぶつかることがある。

93．パソコンなどのディスプレイ画面を見ると、目がちくちくすることがある。

100．色とりどりの服を着た人たちが動くことで、いろんな色が飛び交い、クラ

クラしてしまう。

135．集中すると、まばたきするのを忘れてしまう。

82．点滅する光を見ると吐き気がする。

85．真夏の太陽、反射光、点滅する光、震えたりちらついたりする光、蛍光

灯の光などは、眼を灼かれるように感じられる。

本人

学生

図図図図９９９９ 「「「「目目目目」」」」ののののチェックチェックチェックチェック率率率率比較比較比較比較

図図図図１０１０１０１０ 「「「「目目目目」」」」ののののχχχχ2値比較値比較値比較値比較

「118．車窓の動くものを全部目が拾うため、車に酔ってしまう」9.4は、本人のチェック 「124．すれ違おうとして、人
にぶつかることがある」19.4、「128．人の顔を識別するのが苦手である」16.2がチェック率と同様に困難度においても
最も高い結果となった。率は9.7％と高いとはいえないが、受講学生のチェック率が0.0％となっているため理解の困
難度が高い身体症状であると推察できる。また図に示した項目中、上位8項目までが1％水準で有意差があり、残り
3項目は5％水準で有意差がでている。
対処法では、「128．人の顔を識別するのが苦手である」については「どうしても覚える必要のある場合は写真を
撮ってカードにして持ち歩いたり、近所の方は、よくわからなくても、挨拶しておいたりする」、「118．車窓の動くものを

全部目が拾うため、車に酔ってしまう」では「視線を進行方向のみにしておくと少しはまし」等が回答された。

19.4

16.2

12.7

9 .4

7 .9

7 .8

7 .8

7 .8

6.4

6.4

6.4

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

124．すれ違おうとして、人にぶつかることがある。

128．人の顔を識別するのが苦手である。

123．ドアノブをつかみ損なって、扉にぶつかることがある。

118．車窓の動くものを全部目が拾うため、車に酔ってしまう。

100．色とりどりの服を着た人たちが動くことで、いろんな色が飛び交い、クラクラ

してしまう。

88．外が暗くても、街路灯がまぶしく感じられる。

108．些細な違いを些細とは感じない。

126．視野が狭く、転びやすい。

85．真夏の太陽、反射光、点滅する光、震えたりちらついたりする光、蛍光灯の

光などは、眼を灼かれるように感じられる。

113．形や配色が苦手で耐えられないものがある。

142．テレビを観ると情報が多く、ひどく疲れる。
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149．クラスメイトが急に大きな声を出したり、先生が突然怒鳴ったりするなど

の突然の大きな音は、非常にストレスを感じる。

225．油断するとすぐに集中力が途切れて思考が飛んでしまい、人の話はまる

でＢＧＭのように流れさってしまう。

249．友だちのひそひそ声に集中してしまって授業が聞こえないことがある。

212．話す速度が変わると、とても理解しにくくなる。

224．疲れていると言葉が耳を素通りして聞き取れない。

163．金切り声や女性の甲高い声がとても苦手である。

253．車酔いを起こしやすい。

147．突然の大きな音は、耳元で風船を割られるくらいに辛い。

143．大きな音は耳の側でしばらく残ってしまう。

167．赤ちゃんの泣き声がとても苦手である。

本人

学生

図図図図１１１１１１１１ 「「「「耳耳耳耳」」」」ののののチェックチェックチェックチェック率率率率比較比較比較比較

図図図図１２１２１２１２ 「「「「耳耳耳耳」」」」ののののχχχχ2値比較値比較値比較値比較
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149．クラスメイトが急に大きな声を出したり、先生が突然怒鳴ったりするなどの突然

の大きな音は、非常にストレスを感じる。

212．話す速度が変わると、とても理解しにくくなる。

167．赤ちゃんの泣き声がとても苦手である。

151．普通は聞こえない程度の音量の音が、ものすごくよく聞こえる。

198．ガラスの割れる音がとても怖い。

147．突然の大きな音は、耳元で風船を割られるくらいに辛い。

225．油断するとすぐに集中力が途切れて思考が飛んでしまい、人の話はまるでＢＧ

Ｍのように流れさってしまう。

197．紙袋を破裂させる音がとても怖い。

248．セミの鳴き声に集中してしまって授業が聞けないことがある。

150．近所の生活音がいやでも入ってきてしまう。

245．同じ音や似たような言葉が繰り返されるとイライラする。

250．授業中、先生の話す声が雑音に聞こえてしまう。



� チェック率が高かったのは「149．クラスメイトが急に大きな声を出したり、先生が突然
怒鳴ったりするなどの突然の大きな音は、非常にストレスを感じる」46.8％であった
が、これは全655項目のなかで最もチェック率の高い項目である。次いで「225．油断
するとすぐに集中力が途切れて思考が飛んでしまい、人の話はまるでBGMのように
流れさってしまう」25.8％、「249．友だちのひそひそ声に集中してしまって授業が聞こ
えないことがある」24.2％、「212．話す速度が変わるととても理解しにくくなる」
22.6％、「224．疲れていると言葉が耳を素通りして聞き取れない」22.6％とチェック率
が20％を上回る項目が多かった。

� χ2値比較でも「149．クラスメイトが急に大きな声を出したり、先生が突然怒鳴ったり
するなどの突然の大きな音は、非常にストレスを感じる」34.6が高い困難度を示して
いる。そのほか「212．話す速度が変わるととても理解しにくくなる」23.1、「167．赤ちゃ
んの泣き声がとても苦手である」17.8はともに受講学生のチェック率が0.0％であるた
めに、理解の困難度は高いと推測される。チェック率の上位項目に上がっていない
「151．普通は聞こえない程度の音量の音がものすごくよく聞こえる」14.3、「198．ガラ
スの割れる音がとても怖い」14.3などがあるが、これらは受講学生のチェック率が
0.0％であった項目であり、理解の困難度が高い身体症状であることに注意が必要で
ある。なお図に示した項目はすべて1％水準で有意差がみられた。

� ノイズキャンセリングヘッドフォンやイヤーマフの着用によって音声刺激を和らげる支
援が考えられる。また話す速度の変化に聴覚がついていけない発達障害者も少なく
ないことが明らかになっているが、本人に合わせてゆっくり伝えるとか、紙などに書い
て視覚を利用するとよい場合がある。
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290．化粧品のにおいがとても苦手である。

303．焦げ臭いにおいにとても敏感である。

267．鼻粘膜が弱く、くしゃみをすると鼻血が出る。

289．特定の香水・アフターシェーブローションなどの香りが我慢できない。

279．見た目には傷んでいない食べ物でも、においで傷んでいることがわか

る。

287．ひとりひとりの体臭がすごく気になる。

297．季節の変わり目には過敏がひどくなり、雨のにおいがくさい。

281．東京の街はとてもくさい。

283．揚げ物のにおいにとても耐えられない。

296．交通量の多いところでは、音と排気ガスのにおいで倒れそうになる。

本人

学生

図図図図１３１３１３１３ 「「「「鼻鼻鼻鼻」」」」ののののチェックチェックチェックチェック率率率率比較比較比較比較



図図図図１４１４１４１４ 「「「「鼻鼻鼻鼻」」」」ののののχχχχ2値比較値比較値比較値比較

•上位上位上位上位8項目項目項目項目にてにてにてにて1％％％％水準水準水準水準のののの有意差有意差有意差有意差がありがありがありがあり、、、、残残残残りりりり5項目項目項目項目はははは5％％％％水準水準水準水準でででで有意差有意差有意差有意差があったがあったがあったがあった。。。。

•食食食食にににに関関関関するするするする困難困難困難困難ではではではでは「「「「揚揚揚揚げげげげ物物物物のにおいにとてものにおいにとてものにおいにとてものにおいにとても耐耐耐耐えられないえられないえられないえられない」、「」、「」、「」、「きゅうりのにおいがきゅうりのにおいがきゅうりのにおいがきゅうりのにおいが苦苦苦苦
手手手手」」」」がががが上位上位上位上位にあがったにあがったにあがったにあがった。。。。
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303．焦げ臭いにおいにとても敏感である。

290．化粧品のにおいがとても苦手である。

297．季節の変わり目には過敏がひどくなり、雨のにおいがくさい。

267．鼻粘膜が弱く、くしゃみをすると鼻血が出る。

289．特定の香水・アフターシェーブローションなどの香りが我慢できない。

287．ひとりひとりの体臭がすごく気になる。

283．揚げ物のにおいにとても耐えられない。

296．交通量の多いところでは、音と排気ガスのにおいで倒れそうになる。

272．体調が悪い時ほど嗅覚が鋭くなる。

284．掃除用の洗剤のにおいがとても苦手である。

285．接着剤や絵の具など図工用品のにおいがとても苦手である。

291．化粧品のにおいを嗅ぐと、吐き気とめまいがする。

301．きゅうりのにおいが苦手である。
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311．声の大きさを調整することが難しい。

309．話そうとすると緊張によって、のどが締めつけられて話せないこ

とがある。

304．のどの渇きを感じにくい。

310．困らせてしまうくらい、おかしな声が出てしまう。

305．食べ物を飲み込むのに苦労する。

313．風邪をひくとすぐに喉頭炎になりやすい。

307．食べ物を飲み込むときに喉が痛い。

308．話すことは、とてものどが痛くつらい。

312．慣れない環境にいると、声帯の動きが止まってしまう。

306．食べ物を飲み込むときに、気をつけないと間違えて気管に入り

そうで緊張する。

本人

学生

図図図図１５１５１５１５ 「「「「のどのどのどのど」」」」ののののチェックチェックチェックチェック率率率率比較比較比較比較



図図図図１６１６１６１６ 「「「「のどのどのどのど」」」」ののののχχχχ2値比較値比較値比較値比較

•「「「「声声声声のののの大大大大きさをきさをきさをきさを調整調整調整調整することがすることがすることがすることが難難難難しいしいしいしい」」」」ことにことにことにことに大大大大きなきなきなきな有意差有意差有意差有意差がががが示示示示されたされたされたされたがががが、、、、支援支援支援支援のののの手立手立手立手立
てとてとてとてとしてしてしてして、、、、適切適切適切適切なななな声声声声のののの大大大大きさをきさをきさをきさを本人本人本人本人ににににフィードバックフィードバックフィードバックフィードバックしていくことがしていくことがしていくことがしていくことが考考考考えられるえられるえられるえられる。。。。

•食食食食にににに関関関関するするするする困難困難困難困難ではではではでは「「「「食食食食べべべべ物物物物をををを飲飲飲飲みみみみ込込込込むのにむのにむのにむのに苦労苦労苦労苦労するするするする」「」「」「」「食食食食べべべべ物物物物をををを飲飲飲飲みみみみ込込込込むむむむ時時時時にににに喉喉喉喉がががが
痛痛痛痛いいいい」」」」などなどなどなど嚥下嚥下嚥下嚥下のののの困難困難困難困難がががが上位上位上位上位にににに挙挙挙挙がったがったがったがった。。。。
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311．声の大きさを調整することが難しい。

310．困らせてしまうくらい、おかしな声が出てしまう。
309．話そうとすると緊張によって、のどが締めつけられて話せ

ないことがある。

305．食べ物を飲み込むのに苦労する。

307．食べ物を飲み込むときに喉が痛い。

308．話すことは、とてものどが痛くつらい。

312．慣れない環境にいると、声帯の動きが止まってしまう。

313．風邪をひくとすぐに喉頭炎になりやすい。

304．のどの渇きを感じにくい。
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316．口内炎がとてもできやすい。

330．触感がだめで食べられないものがある。

359．歯茎が腫れやすい。

343．ものを噛むことがとても苦痛である。

345．人と会って帰ったあとは舌を噛んでしまうことが増える。

320．辛い食べ物は、全く食べられない。

322．熱い食べ物や飲み物は、まったく食べられない。

346．疲れると噛むことが大変になる。

314．眠っているときに、よだれを誤嚥してしまう。

315．食べるときに、空気もいっしょに飲み込んでしまい、あとで胃が痛くなる

ことがある。

本人

学生

図図図図１７１７１７１７「「「「口口口口・・・・舌舌舌舌・・・・あごあごあごあご・・・・歯歯歯歯」」」」ののののチェックチェックチェックチェック率率率率比較比較比較比較



図図図図１８１８１８１８ 「「「「口口口口・・・・舌舌舌舌・・・・あごあごあごあご・・・・歯歯歯歯」」」」ののののχχχχ2値比較値比較値比較値比較

一番チェック率が高かったのは「316．口内炎がとてもできやすい」21.0％、次いで「330．触感がだめで食べられない
ものがある」17.7％、「359．歯茎が腫れやすい」12.9％となった。「触感がだめで食べられないものがある」の具体例で
は「レバー、マシュマロ」「ブリの照り焼き」「肉の脂」「イチゴ、ゼリー」「しいたけ」「長いも、おくら、つるむらさき、モロヘ
イヤ、海のもの、貝類」等が回答された。
χ2値比較では「359．歯茎が腫れやすい」12.7が最も困難度の高い項目となった。「332．食べ物の味が混ざるのが
苦手で、ご飯とおかずを一緒に食べられない」6.2、「350．口がどこかに行きそうな感じがしていつも奥歯を噛み締めて
いるので、顎が痛い」6.2はチェック率では上位にこなかった項目であるが、ともに受講学生のチェック率が0.0％であ
り、理解の困難度が高くなっている項目である。図に示した項目のうち、上位6項目は1％水準で有意差があり、次いで
314、332、350の3項目が5％水準で有意差が見られた。
対処法では「359．歯茎が腫れやすい」では「歯磨きを怠らず膿を出す」、「316．口内炎がとてもできやすい」では「す
ぐ消毒している」と回答された。支援の手立てとして、例えば給食指導では「残さず食べること」を強調しがちである
が、食べ物に関する困難を「好き嫌い」ではなく「身体の不具合」の一つとして認め、柔軟な配慮を行うことが不可欠。
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359．歯茎が腫れやすい。

316．口内炎がとてもできやすい。

330．触感がだめで食べられないものがある。

343．ものを噛むことがとても苦痛である。

345．人と会って帰ったあとは舌を噛んでしまうことが増える。

346．疲れると噛むことが大変になる。

314．眠っているときに、よだれを誤嚥してしまう。

332．食べ物の味が混ざるのが苦手で、ご飯とおかずを一緒に食べられない。

350．口がどこかに行きそうな感じがしていつも奥歯を噛み締めているので、顎

が痛い。

322．熱い食べ物や飲み物は、まったく食べられない。
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361．風邪をひくとすぐに気管支炎になりやすい。

362．夏は暑さのため呼吸が苦しくなる。

367．楽しみながら食べると、食べ物が気管に入りやすい。

363．食べ物が気管に入ってしまう。

364．麺類などをすすると、つゆが気管に入ってしまう。

365．ぽろぽろと崩れるような焼き菓子は、勢いで吸いこんで食べるため気

管に入ってしまう。

366．お茶漬けやスープの中のミンチは、気管に入りやすい。

本人

学生

図図図図１９１９１９１９ 「「「「気管支気管支気管支気管支・・・・肺肺肺肺」」」」ののののチェックチェックチェックチェック率率率率比較比較比較比較



図図図図２０２０２０２０ 「「「「気管支気管支気管支気管支・・・・肺肺肺肺」」」」ののののχχχχ2値比較値比較値比較値比較

χ2値比較では「夏は暑さのため呼吸が苦しくなる」（6.2）、「風邪をひくとすぐに気管支
炎になりやすい」（5.1）の2項目のみに5％水準での有意差があった。
「夏は暑さのため呼吸が苦しくなる」の対処法では「「「「水分水分水分水分をををを取取取取るるるる」「」「」「」「昼間昼間昼間昼間はははは外出外出外出外出しないしないしないしない」」」」
が、「風邪をひくとすぐに気管支炎になりやすい」では「「「「ゼイゼイゼイゼイゼイゼイゼイゼイといいやすいといいやすいといいやすいといいやすい。。。。早早早早めにめにめにめに風風風風
邪薬邪薬邪薬邪薬をををを服用服用服用服用するするするする」」」」「「「「普段普段普段普段からからからから服薬服薬服薬服薬してしてしてしているいるいるいる」」」」が回答された。
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362．夏は暑さのため呼吸が苦しくなる。

361．風邪をひくとすぐに気管支炎になりやすい。

367．楽しみながら食べると、食べ物が気管に入りやすい。

364．麺類などをすすると、つゆが気管に入ってしまう。

363．食べ物が気管に入ってしまう。
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369．朝起きてもしばらく動けない。

368．低血圧である。

372．車酔いでのぼせてしまう。

370．栄養不良によって血色が悪い。

371．鋭い音と光がいっしょになり負担が大きすぎると、脈拍が上がる。

373．糖分や塩分をとると手首がドクドクと脈打つ。

375．体中がドクッドクッと脈打っている感じがする。

376．カフェイン入りのドリンク剤を飲むと脈が異常に速くなる。

374．塩分を取りすぎると手首がドクドクと脈打つ感覚が全身に広がり、のど

がひりひりして頭の奥がドクンドクンと脈打ち、痛くなる。

本人

学生

図図図図２１２１２１２１ 「「「「血圧血圧血圧血圧」」」」ののののチェックチェックチェックチェック率率率率比較比較比較比較



図図図図２２２２２２２２ 「「「「血圧血圧血圧血圧」」」」ののののχχχχ2値比較値比較値比較値比較

「血圧」の項目でもっともチェック率の高かった項目は「369．朝起きてもしばらく動けない」
17.7％であった。次いで「368．低血圧である」11.3％となっており、血圧の低さが日常生活に
困難を生じさせている場合が少なくないと考えられる。
χ2値比較ではどの項目も有意差が出なかった。しかし食に関する困難では「糖分や塩分
をとると手首がドクドクと脈打つ」「カフェイン入りのドリンク剤を飲むと脈が異常に速くなる」
「塩分を取りすぎる手首がドクドクと脈打つ感覚が全身に広がり、のどがひりひりして頭の奥
がドクンドクンと脈打ち、痛くなる」など受講学生のチェック率が0.0％であった項目が複数並
んでおり、血圧に関する身体症状は発達障害本人に特有の困難が多いと考えられる。
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371．鋭い音と光がいっしょになり負担が大きすぎると、脈拍が上がる。

373．糖分や塩分をとると手首がドクドクと脈打つ。

375．体中がドクッドクッと脈打っている感じがする。

376．カフェイン入りのドリンク剤を飲むと脈が異常に速くなる。

372．車酔いでのぼせてしまう。

369．朝起きてもしばらく動けない。

374．塩分を取りすぎると手首がドクドクと脈打つ感覚が全身に広がり、のどがひりひ

りして頭の奥がドクンドクンと脈打ち、痛くなる。

370．栄養不良によって血色が悪い。

368．低血圧である。
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378．緊張を感じると心臓が痛む。

377．心拍数が少ない。

379．暑さに弱く、外に出ると動悸がする。

本人

学生

図図図図２３２３２３２３ 「「「「心臓心臓心臓心臓」」」」ののののチェックチェックチェックチェック率率率率比較比較比較比較



図図図図２４２４２４２４ 「「「「心臓心臓心臓心臓」」」」ののののχχχχ2値比較値比較値比較値比較

「心臓」の項目で一番チェック率が高かったのは「378．緊張を感じると心臓が痛む」
6.5％であった。χ2値比較では有意差は出ていないが、受講学生にチェックのついてい
ない「379．暑さに弱く、外に出ると動悸がする」3.2などは理解の困難が生じやすい身体
症状であるといえるだろう。対処法は「378．緊張を感じると心臓が痛む」では「人前では
問題ない。自分はできると言い聞かす」、「379．暑さに弱く、外に出ると動悸がする」では
「帽子をかぶる」が挙げられた。
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378．緊張を感じると心臓が痛む。

379．暑さに弱く、外に出ると動悸がする。

377．心拍数が少ない。
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382．末端の血管が細く、しもやけになりやすい。

380．オレンジジュースは腕の血管が縮んで締まって痛くなるので飲め

ない。

381．あんこ、チョコレート、レーズン、干し柿など水分が少なく凝縮され

た甘いものを食べたときには鼻腔内の血管が膨らむ感じがする。

本人

学生

図図図図２５２５２５２５ 「「「「血管血管血管血管・・・・リンパリンパリンパリンパ節節節節」」」」ののののチェックチェックチェックチェック率率率率比較比較比較比較



図図図図２６２６２６２６ 「「「「血管血管血管血管・・・・リンパリンパリンパリンパ節節節節」」」」ののののχχχχ2値比較値比較値比較値比較

•「血管・リンパ節」の項目で最もチェック率の高かったのは「382．末端の血管が細く、しも
やけになりやすい」4.8％であった。

•χ2値比較では「380．オレンジジュースは腕の血管が縮んで締まって痛くなるので飲め
ない」1.5、「381．あんこ、チョコレート、レーズン、干し柿など水分が少なく凝縮された甘い
ものを食べたときには鼻腔内の血管が膨らむ感じがする」1.5と、有意差はでていないもの
の受講学生のチェック率が0.0％であった食に関する困難が上位にきている。
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380．オレンジジュースは腕の血管が縮んで締まって痛くなるので飲めない。

381．あんこ、チョコレート、レーズン、干し柿など水分が少なく凝縮された甘いも

のを食べたときには鼻腔内の血管が膨らむ感じがする。

382．末端の血管が細く、しもやけになりやすい。

図図図図２７２７２７２７ 「「「「胃胃胃胃・・・・十二指腸十二指腸十二指腸十二指腸」」」」ののののチェックチェックチェックチェック率率率率比較比較比較比較
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388．満腹感を感じにくい。

390．体重が増えにくい。

385．騒々しいお店に入ると、緊張で胃がキューっとし、食欲がなくなる。

394．偏食があり、栄養不良である。または以前、栄養不良であった。

397．消化器系が弱い。

400．悲しい映画を観たあとはストーリーが自分の中で生き続け、悲しさに耐

えられなくなって胃が痛くなることがある。

404．食べるときに空気が胃に入ってしまい、お腹が張って痛むことがある。

405．ゲップをするのが下手で、おなかが張ってしまい痛くなる。

387．空腹感がわからない。

389．空腹感や満腹感を感じにくく、体重が著しく増えたり減ったりしてしま

う。

本人

学生



図図図図２８２８２８２８ 「「「「胃胃胃胃・・・・十二指腸十二指腸十二指腸十二指腸」」」」ののののχχχχ2値比較値比較値比較値比較

「騒々しいお店に入ると、緊張で胃がキューっとし、食欲がなくなる。」 のみ5％水準で
有意差が見られた。

食に関する困難では「ゲップをするのが下手で、おなかが張ってしまい痛くなる」「空腹
感がわからない」「何を食べても下痢をしてしまう」「牛肉を消化できない」など各種の
困難を抱えていることが明らかになった。
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385．騒々しいお店に入ると、緊張で胃がキューっとし、食欲がなくなる。

405．ゲップをするのが下手で、おなかが張ってしまい痛くなる。

387．空腹感がわからない。

389．空腹感や満腹感を感じにくく、体重が著しく増えたり減ったりしてしまう。

391．何を食べても下痢をしてしまう。

388．満腹感を感じにくい。

394．偏食があり、栄養不良である。または以前、栄養不良であった。

400．悲しい映画を観たあとはストーリーが自分の中で生き続け、悲しさに耐えられなくなって胃が痛

くなることがある。

384．鋭い音と光がいっしょになり、負担が大きすぎると、胃の中がかき回されたように感じる。

395．牛肉を消化できない。

398．食欲はなく、ずっとおなかが膨らんでいっぱいな気がして、吐き気もすることがある。

399．食べる少し前から食べるものを知っていると、スムースに消化できる。　

402．胃が内側からひっぱられる感覚がある。
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409．行事やイベントがあるときはストレスで下痢を起こす。

406．過敏性大腸症候群になりやすい。

408．慣れない環境にいると腸の動きが止まってしまう。

407．痛みの感覚が鈍く、腹膜に水が溜まるまで虫垂炎に気付かなかっ

た。

本人

学生

図図図図２９２９２９２９ 「「「「腸腸腸腸」」」」ののののチェックチェックチェックチェック率率率率比較比較比較比較



図図図図３０３０３０３０ 「「「「腸腸腸腸」」」」ののののχχχχ2値比較値比較値比較値比較

「腸」の項目でチェック率が高かったのは「行事やイベントがあるときはストレスで下
痢を起こす」（11.3％）であった。

χ2値比較ではどの項目も有意差がでなかったが、今後項目数を増やしてさらに精
査が必要。

「行事やイベントがあるときはストレスで下痢を起こす」の対処法では「安心できるト
イレを探す」があげられた。
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409．行事やイベントがあるときはストレスで下痢を起こす。

406．過敏性大腸症候群になりやすい。

408．慣れない環境にいると腸の動きが止まってしまう。　
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413．トイレに行きたいということがわかった後に、何か夢中になることがあると

トイレに行きたかったことを忘れてしまう。

410．トイレに行くのをぎりぎりまで我慢してしまい、体調が悪くなることがある。

415．外出すると緊張して、何度もトイレに行きたくなる。

412．トイレに行きたいという感覚は、すごく切迫しないとわからない。

416．仕事中や学校では、ストレスのために頻繁にトイレに行きたくなる。

411．トイレに行きたいという感覚をつかみにくい。

414．頭がぐるぐるしてきて、トイレに行きたいということがわかる。

本人

学生

図図図図３１３１３１３１ 「「「「腎臓腎臓腎臓腎臓・・・・尿路尿路尿路尿路」」」」ののののチェックチェックチェックチェック率率率率比較比較比較比較



図図図図３２３２３２３２ 「「「「腎臓腎臓腎臓腎臓・・・・尿路尿路尿路尿路」」」」ののののχχχχ2値比較値比較値比較値比較

最もチェック率の高かった項目は「413．トイレに行きたいということがわかった後に、何か夢中になる
ことがあるとトイレに行きたかったことを忘れてしまう」17.7％であった。χ2値比較で発達障害の本人の
困難度が最も高かった項目は「410．トイレに行くのをぎりぎりまで我慢してしまい、体調が悪くなること
がある」9.5であり、発達障害本人と受講学生の間で1％水準の有意差があった。

「415．外出すると緊張して何度もトイレに行きたくなる」6.4、「416．仕事中や学校ではストレスのため
に頻繁にトイレに行きたくなる」6.2、「413．トイレに行きたいということがわかった後に、何か夢中になる
ことがあるとトイレに行きたかったことを忘れてしまう」3.8は5％水準で有意差があり、発達障害本人に
特有な身体症状であるといえる。
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410．トイレに行くのをぎりぎりまで我慢してしまい、体調が悪くなることがある。

415．外出すると緊張して、何度もトイレに行きたくなる。

416．仕事中や学校では、ストレスのために頻繁にトイレに行きたくなる。

413．トイレに行きたいということがわかった後に、何か夢中になることがあるとトイレ

に行きたかったことを忘れてしまう。

411．トイレに行きたいという感覚をつかみにくい。

412．トイレに行きたいという感覚は、すごく切迫しないとわからない。
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417．生理不順がある。

418．生理の前に風邪の症状がでる。

本人

学生

図図図図３３３３３３３３ 「「「「女性性器女性性器女性性器女性性器」」」」ののののチェックチェックチェックチェック率率率率比較比較比較比較



図図図図３４３４３４３４ 「「「「女性性器女性性器女性性器女性性器」」」」ののののχχχχ2値比較値比較値比較値比較

「「「「女性性器女性性器女性性器女性性器」」」」のののの項目項目項目項目でででではははは「「「「生理生理生理生理不順不順不順不順があるがあるがあるがある。」。」。」。」においてにおいてにおいてにおいて受講学生受講学生受講学生受講学生ののののチェックチェックチェックチェック率率率率
（（（（14.0％）％）％）％）がががが発達障害本人発達障害本人発達障害本人発達障害本人（（（（8.1％）％）％）％）をををを上回上回上回上回るるるる結果結果結果結果となったとなったとなったとなった。。。。

「「「「生理生理生理生理不順不順不順不順ががががあるあるあるある」」」」のののの対処法対処法対処法対処法ではではではでは「「「「年年年年にににに２２２２回回回回ではではではでは心配心配心配心配にににになりなりなりなり産婦人科産婦人科産婦人科産婦人科にににに相談相談相談相談」」」」「「「「ピルピルピルピルをををを
服用服用服用服用」」」」がががが、、、、「「「「生理生理生理生理のののの前前前前にににに風邪風邪風邪風邪のののの症状症状症状症状ががががでるでるでるでる」」」」ではではではでは「「「「あたためるあたためるあたためるあたためる、、、、マッサージマッサージマッサージマッサージ、、、、寝寝寝寝るるるる」「」「」「」「休休休休
息息息息するするするする」」」」がががが回答回答回答回答されたされたされたされた。。。。
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417．生理不順がある。

418．生理の前に風邪の症状がでる。
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419．ニキビができやすい。

423．かゆみに悩まされる。

422．手荒れがひどい。

444．靴の中に砂が入るのがとても我慢できない。

480．裸足で芝生の上を歩けない。

452．服のタグが首にすれるとイライラするくらいかゆくなる。

474．汚れる遊びはとても苦手である。

445．靴の中で靴下のひだが寄っていると、とても不快である。

514．ハイネックの服は首がとてもちくちくして着られない。

516．チクチクした毛布はかけられない。

本人

学生

図図図図３５３５３５３５ 「「「「皮膚皮膚皮膚皮膚」」」」ののののチェックチェックチェックチェック率率率率比較比較比較比較



図図図図３６３６３６３６ 「「「「皮膚皮膚皮膚皮膚」」」」ののののχχχχ2値比較値比較値比較値比較
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480．裸足で芝生の上を歩けない。

422．手荒れがひどい。

477．濡れることが極端に苦手である。

488．帽子をかぶるのが苦手である。

489．しめつけ感が嫌で、ジーンズが苦手である。

490．しめつけ感が嫌で、ブラジャーが苦手である。

474．汚れる遊びはとても苦手である。

466．化粧など顔に何かを塗るのは違和感があり、気持ちが悪い。

499．寒かったり体が冷えると痛む。

469．軽く触れられると肌の下を虫が這うような感じがする。

� 最もチェック率が高かったのは「419．ニキビができやすい」24.2％および「423．かゆみに悩まさ
れる」24.2％であった。皮膚に関する困難のチェック率は高いものが多く、「422.手荒れがひどい」
19.4％、「444．靴の中に砂が入るのがとても我慢できない」19.4％、「480．裸足で芝生の上を歩け
ない」17.7％と続いている。

� χ2値比較では上位10項目すべてにおいて1％水準で有意差が現れ、なかでも本人の平均チェッ
ク率17.7％に対し受講学生のチェック率が1.1％と低かった「480．裸足で芝生の上を歩けない」
14.5が発達障害本人の困難度では最上位であった。また「477．濡れることが極端に苦手」12.7、
「488．帽子をかぶるのが苦手」12.7、「489．しめつけ感が嫌で、ジーンズが苦手」11.0、「490．しめ
つけ感が嫌で、ブラジャーが苦手」11.0の各身体症状は、受講学生のチェック率が0.0％であり、や
はり発達障害本人に特有の身体症状として表れているものと推測できる。

� 対処法については、「480．裸足で芝生の上を歩けない」では「サンダル必携」「少しずつ経験の積
み重ね」、「422．手荒れがひどい」では「洗い物をまとめてする。ゴム手袋をする。クリームを塗る」
「専門機関への受診、ベビーオイルやハンドクリームの塗布」、「477．濡れることが極端に苦手であ
る」では「服が濡れるのが苦手です。少しでも濡れたらすぐ着替えます」「雨の日は外出を控える、
仕方ないときは完全防備。足ふきマットは自分専用など」が回答された。

� 皮膚に関する身体症状や不調・不具合は多岐にわたっており、困難度も高いものが多い。また
χ2値比較で上位に挙げられた項目をみると、感覚刺激に対する過反応として生じている身体症状
が多いといえる。岩永（2010）は感覚刺激に対する過反応の原因として、①神経系の問題により感
覚知覚の閾値が低い、②情緒面が不安定、③感覚刺激に対する解釈の問題がある、④不快な感
覚刺激に過剰に集中している、⑤刺激の取捨選択ができない、⑥反応表出の問題があるなどを指
摘しており、これらいくつかが組み合わされて過反応が生じているとしている。

� 皮膚の身体症状の不具合のように感覚刺激に対する過反応が生じていると考えられる場合、ま
ず過反応を生じさせている感覚刺激を取り除いたのち、どのような背景から過反応が生じていたの
かを分析していくことが重要である。
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573．姿勢が悪く、すぐに壁にもたれたり、体を丸くしてしまう。

553．歩いている途中に足に力が入らなくなり、ぎこちなくしか歩けない。

554．よく他人にぶつかったり、つまづいたりする。

555．ボディイメージがつかみにくく、つまずきやすい。

536．いつも腰痛である。

544．常にひどい肩こりがある。

551．疲れたり強い刺激を受けると、歩き方がわからなくなってしまう。

556．ボディイメージがつかみにくく、歩きながら壁にぶつかってしまう。

574．時々バランスが取れなくなる感じがして、自分の体が支えられなくな

る。

532．筋肉の緊張が低く、関節が緩くて、身体を動かそうとすると関節ごと

引っ張られてしまう。

本人

学生

図図図図３７３７３７３７ 「「「「骨骨骨骨・・・・関節関節関節関節・・・・筋肉筋肉筋肉筋肉」」」」ののののチェックチェックチェックチェック率率率率比較比較比較比較

図図図図３８３８３８３８ 「「「「骨骨骨骨・・・・関節関節関節関節・・・・筋肉筋肉筋肉筋肉」」」」ののののχχχχ2値比較値比較値比較値比較

上位上位上位上位7項目項目項目項目はすべてはすべてはすべてはすべて1％％％％水準水準水準水準でででで有意差有意差有意差有意差がみられがみられがみられがみられ、、、、残残残残るるるる4項目項目項目項目はははは5％％％％水準水準水準水準でででで有意差有意差有意差有意差がががが
みられたみられたみられたみられた。「。「。「。「姿勢姿勢姿勢姿勢がががが悪悪悪悪くくくく、、、、すぐにすぐにすぐにすぐに壁壁壁壁にもたれたりにもたれたりにもたれたりにもたれたり、、、、体体体体をををを丸丸丸丸くしてくしてくしてくしてしまうしまうしまうしまう」」」」以外以外以外以外はすべてはすべてはすべてはすべて受受受受
講学生講学生講学生講学生ののののチェックチェックチェックチェック率率率率がががが0.0％％％％であるであるであるである。。。。
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553．歩いている途中に足に力が入らなくなり、ぎこちなくしか歩けない。

555．ボディイメージがつかみにくく、つまずきやすい。

551．疲れたり強い刺激を受けると、歩き方がわからなくなってしまう。

574．時々バランスが取れなくなる感じがして、自分の体が支えられなくなる。

573．姿勢が悪く、すぐに壁にもたれたり、体を丸くしてしまう。

532．筋肉の緊張が低く、関節が緩くて、身体を動かそうとすると関節ごと引っ張られてし

まう。

543．ふとしたときに何かが刺さったように肩が痛くなることがある。

533．体の緊張がとれなくて眠れない。

535．ほめられてうれしかったり、感情が盛り上がると、身体の力が抜けて脱力してしまう。

538．体中の筋肉がやんわりと痛い。

572．重いコップを使うと、中に入っている量がわからない。
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581．無意識にけがをしたときには気づけない。

584．腕や足などの視界に入りにくい部分は、意識できなくて、よくぶつけてし

まう。

591．体の動きがぎこちなく、すり傷や切り傷、打ち身などのケガが多い。

586．足をぶつけるとものすごく痛いが、傷にはなっていないことがある。

583．すり傷や切り傷の痛みはわかるが、打ち身やねんざの痛みには気がつ

きにくい。

588．出血するほどの傷も痛く感じない。

582．やけどをしてもまったく気付かない。

585．打撲による内出血の腫れが1か月たってもなかなかひかない。

587．栄養不良によって、ほんの少し触れられただけですぐに打ち身のような

跡ができる。

589．出血するほどの傷は、感覚がしびれて無感覚になる。

本人

学生

図図図図３９３９３９３９ 「「「「けがけがけがけが（（（（外傷外傷外傷外傷）」）」）」）」ののののチェックチェックチェックチェック率率率率比較比較比較比較

図図図図４０４０４０４０ 「「「「けがけがけがけが（（（（外傷外傷外傷外傷）」）」）」）」ののののχχχχ2値比較値比較値比較値比較

上位上位上位上位3項目項目項目項目584、、、、581、、、、591はははは1％％％％水準水準水準水準でででで有意差有意差有意差有意差がみられたがみられたがみられたがみられた。。。。

「「「「無意識無意識無意識無意識にけがをしたときにはにけがをしたときにはにけがをしたときにはにけがをしたときには気気気気づけないづけないづけないづけない」」」」のののの対処法対処法対処法対処法ではではではでは「「「「ソーシャルトレーニングソーシャルトレーニングソーシャルトレーニングソーシャルトレーニングでででで」」」」とととと
回答回答回答回答されたされたされたされた。。。。
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584．腕や足などの視界に入りにくい部分は、意識できなくて、よくぶつけてしまう。

581．無意識にけがをしたときには気づけない。

591．体の動きがぎこちなく、すり傷や切り傷、打ち身などのケガが多い。

583．すり傷や切り傷の痛みはわかるが、打ち身やねんざの痛みには気がつきにくい。

588．出血するほどの傷も痛く感じない。

586．足をぶつけるとものすごく痛いが、傷にはなっていないことがある。

582．やけどをしてもまったく気付かない。

585．打撲による内出血の腫れが1か月たってもなかなかひかない。

587．栄養不良によって、ほんの少し触れられただけですぐに打ち身のような跡ができる。

589．出血するほどの傷は、感覚がしびれて無感覚になる。
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593．血が止まりにくい。

592．血液中の血小板が少ない。

本人

学生

図図図図４１４１４１４１ 「「「「血液血液血液血液・・・・リンパリンパリンパリンパ節節節節」」」」ののののチェックチェックチェックチェック率率率率比較比較比較比較

図図図図４２４２４２４２ 「「「「血液血液血液血液・・・・リンパリンパリンパリンパ節節節節」」」」ののののχχχχ2値比較値比較値比較値比較

χ2値比較では有意差が見られなかったが、今後身体症状のチェック項目および回答
者数を増やすことによって検討する必要がある。
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593．血が止まりにくい。

592．血液中の血小板が少ない。
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595．低体温である。

594．代謝が悪い。

607．トマトアレルギーがある。

596．頻繁に発熱する。

598．熱を出すと何日も寝込む。

597．感覚の過敏を我慢すると、後になって熱を出す。

599．原因不明の高熱が出る。

605．牛乳アレルギーがある。

600．頻繁に扁桃腺が腫れる。

603．卵アレルギーがある。

本人

学生

図図図図４３４３４３４３ 「「「「代謝代謝代謝代謝・・・・ホルモンホルモンホルモンホルモン・・・・免疫免疫免疫免疫」」」」ののののチェックチェックチェックチェック率率率率比較比較比較比較

図図図図４４４４４４４４ 「「「「代謝代謝代謝代謝・・・・ホルモンホルモンホルモンホルモン・・・・免疫免疫免疫免疫」」」」ののののχχχχ2値比較値比較値比較値比較

最もチェック率の高かった項目は「低体温である」11.3％であった。そのほか「代謝が悪い」9.68％、
「頻繁に発熱する」6.5％、「原因不明の高熱がでる」4.8％など、代謝や免疫に何らかの困難を抱えて
いることがうかがえた。また「トマトアレルギーがある」（「生のトマトを食べると口の中がはれる。痛み
が出る。生は食べない」「舌がひりひりする。ナスやパイナップルでも起こる」などの症状）の項目は発
達障害者8.1％、受講学生0.0％のチェック率となっており、特定の食材のアレルギーについて今後さ
らに幅広く調査する必要がある。
χ2値比較では「トマトアレルギーがある」7.8、「熱を出すと何日も寝込む」6.2、「感覚の過敏を我慢
すると、後になって熱を出す」6.2の順となった。「トマトアレルギーがある」が1％水準で有意差がみら
れ、ついで「熱を出すと何日も寝込む」、「感覚の過敏を我慢すると、後になって熱を出す」、「牛乳アレ
ルギーがある」の3項目が5％水準で有意差がみられた。
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607．トマトアレルギーがある。

598．熱を出すと何日も寝込む。

597．感覚の過敏を我慢すると、後になって熱を出す。

605．牛乳アレルギーがある。

596．頻繁に発熱する。

599．原因不明の高熱が出る。

595．低体温である。

594．代謝が悪い。

606．小麦アレルギーがある。

608．チョコレートアレルギーがある。
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612．目の前の作業に集中すると、疲れがわかりにくい。

611．人が多いところにいると、何もしていなくても緊張してしまい、そのため

疲れやすい。

613．ものすごく疲れると、回復するのに長い期間が必要である。

620．発熱していることに気付きにくい。

648．筋肉や脂肪が付きづらく体重があまり増えない。

657．他人にある程度以上近づかれると、とても不快になる。

646．外出先から帰ると疲れのために体が動かなくなってしまうことがあ

る。

614．肩こりがひどいと疲れが自覚できる。

649．朝起きたばかりなのにすでに全身が疲れていて、手足が緊張してい

ることがある。

661．人の多いところから帰ってきたあとは、頭がぐるぐるして何もできな

い。

本人

学生

図図図図４５４５４５４５ 「「「「そのそのそのその他他他他」」」」ののののチェックチェックチェックチェック率率率率比較比較比較比較

図図図図４６４６４６４６ 「「「「そのそのそのその他他他他」」」」ののののχχχχ2値比較値比較値比較値比較

図に示した項目はすべて1％水準で有意差がみられた。「目の前の作業に集中すると、疲
れがわかりにくい」の対処法では「時計でどのくらい作業したか確認する」「人に休憩を促し
てもらう」が、「外出先から帰ると疲れのために体が動かなくなってしまうことがある」では
「早めに切り上げて帰る」「外出した日は無理して動かない」が回答された。
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612．目の前の作業に集中すると、疲れがわかりにくい。

613．ものすごく疲れると、回復するのに長い期間が必要である。

648．筋肉や脂肪が付きづらく体重があまり増えない。

657．他人にある程度以上近づかれると、とても不快になる。

646．外出先から帰ると疲れのために体が動かなくなってしまうことがある。

620．発熱していることに気付きにくい。

649．朝起きたばかりなのにすでに全身が疲れていて、手足が緊張していることがある。

661．人の多いところから帰ってきたあとは、頭がぐるぐるして何もできない。

611．人が多いところにいると、何もしていなくても緊張してしまい、そのため疲れやすい。

619．具合が悪いことに気付きにくい。

623．一日に何度も横になって休まなければならない。

658．寒いと足が痛む。
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149．クラスメイトが急に大きな声を出したり、先生が突然怒鳴ったりするな…

58．夜なかなか寝付けない。

3．初めてのことや複雑なことになると思考が止まってしまい、まったく言葉…

36．感情や意欲に極端な上昇や落ち込みが現われる。

124．すれ違おうとして、人にぶつかることがある。

35．うつ状態である（または以前にうつであった）。

225．油断するとすぐに集中力が途切れて思考が飛んでしまい、人の話は…

38．極端に気持ちが落ち込み、意欲が減退したり（うつ状態または抑うつ状…

60．眠ろうとすると頭の中にたくさんの考えがめぐってきて眠れない。

249．友だちのひそひそ声に集中してしまって授業が聞こえないことがある。

419．ニキビができやすい。

423．かゆみに悩まされる。

2．頑張ったあとは思考が停止してしまう。

40．パニック発作を起こす。

66．十分に睡眠をとっていても、昼間にとても眠くなることがある。

212．話す速度が変わると、とても理解しにくくなる。

224．疲れていると言葉が耳を素通りして聞き取れない。

612．目の前の作業に集中すると、疲れがわかりにくい。

13．探し物をすると、次から次へと目に飛び込む映像の気が散って、頭の…

44．自分でもばかばかしい、不合理だとわかっている考えが、ひとりでに頭…

本人

学生
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149．クラスメイトが急に大きな声を出したり、先生が突然怒鳴ったりするなどの突然の大きな音

は、非常にストレスを感じる。
3．初めてのことや複雑なことになると思考が止まってしまい、まったく言葉を発することができ

ない。

212．話す速度が変わると、とても理解しにくくなる。

311．声の大きさを調整することが難しい。

58．夜なかなか寝付けない。

40．パニック発作を起こす。

124．すれ違おうとして、人にぶつかることがある。

13．探し物をすると、次から次へと目に飛び込む映像の気が散って、頭の中のイメージ映像が

大混乱を起こしてしまう。

167．赤ちゃんの泣き声がとても苦手である。

553．歩いている途中に足に力が入らなくなり、ぎこちなくしか歩けない。

128．人の顔を識別するのが苦手である。

60．眠ろうとすると頭の中にたくさんの考えがめぐってきて眠れない。

35．うつ状態である（または以前にうつであった）。

14．仕事や作業に集中すると、寒いのか暑いのかわからなくなってしまう。

480．裸足で芝生の上を歩けない。

4．日常生活の中でいつも用心した状態になっている。

17．体温調節ができない。

151．普通は聞こえない程度の音量の音が、ものすごくよく聞こえる。

198．ガラスの割れる音がとても怖い。

303．焦げ臭いにおいにとても敏感である。



� これらの項目はすべて1％水準で有意差がみられた。

� 一番有意差が大きかったのは「クラスメイトが急に大きな声を
出したり、先生が突然怒鳴ったりするなどの突然の大きな音
は、非常にストレスを感じる」（34.6）。チェック率でも発達障害
本人46.8％と一番高く、半数近い当事者がこの点での不具合
を抱えていることが明らかとなった。

� 次いで「初めてのことや複雑なことになると思考が止まってし
まい、まったく言葉を発することができない」（25.8）となった。
チェック率では本人30.6％に対して受講学生2.2％となり、こ
の項目も当事者でない場合には理解されにくい不具合である
ことが示唆される。

おわりにおわりにおわりにおわりに
�本調査では、発達障害を有するないしその疑いのあ

る本人の方を対象に、どのような身体の不調・不具

合などの身体症状を抱えているのかを調査し、支援

の課題を明らかにしてきた。

�全665項目の不具合について本人のチェック数と受

講学生のチェック数からχ2乗検定を行い、各項目の

困難度を算出したが、665項目中116項目において

1％水準での有意差がみられ、さらに269項目におい

て5％水準で有意差がみられた。



おわりにおわりにおわりにおわりに
� 身体の部位ごとに本人の困難度の高い項目を算出したが、
部位によって設定した項目数にかなりバラツキがあり、とくに
項目数が極端に少ない箇所については、今後チェック項目を
加えて分析を重ねていく必要が不可欠である。

� 今回の調査では発達障害本人62名、受講学生93名から回答
を得たが、両者とも今後の継続調査において回答者数を拡
大させ、分析結果を精緻にさせていく必要がある。

� 665と項目数が多いことにより、特に発達障害本人の方から
は「回答し終えることが大変」といった意見が寄せられた。項
目数のバランスによって、前述したようにさらに項目数を増や
さなくてはならない場合もあるが、一方で本人の方がより回
答しやすいように、チェック項目の精査も今後必要になる。
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